
 



昨年から、検査部では再生医療の準備を行い、現在は臨床応用へ向けて研究しています。
再生医療とは、病気や怪我などで失われた形態や機能を再生することです。
当院では造血幹細胞移植を4例行っており、今後はCD34陽性細胞の選択的回収と培養・分化、脂肪
由来幹細胞による治療と細胞バンク、抗癌剤感受性試験などの再生医療・先進医療を考えています。

＜基本的な再生医療の流れ＞

＜当院での活動＞

①造血幹細胞移植

②末梢血からCD34陽性細胞の回収と培養

③脂肪由来幹細胞（ASC）による治療

④抗癌剤感受性試験

　●適応癌種
　　非小細胞肺癌、胃癌、大腸癌、乳癌、

　　卵巣癌、子宮頸癌、癌性腹膜炎など

●適応抗癌剤
　　シスプラチン（CDDP)、カルボプラチン（CBDCA)、ビノレルビン（VNR)、

　　ジェムシタビン（GEM)、ドセタキセル（DOC)、パクリタキセル（PAC)、

　　エピルビシン（EPI)、5-FU、アドリアマイシン（ADM)、マイトマイシンC

　　（MMC)、ビンデシン（VDS)など

再生医療

CD34陽性細胞数測定
血管新生

血球分離

倫理的問題あり

癌化の報告。

無菌操作が必要！

異種血清などの混入の問題。

造血幹細胞、間葉系幹細胞、

神経幹細胞など

G-CSF投与。末梢血を分離して

単核球を取り出す。

ﾌﾛｰｻｲﾄﾒﾄﾘｰ

注入

末梢血
ﾏｸﾞﾈｯﾄとﾅﾉﾋﾞｰｽﾞで

CD34陽性細胞を回収
培養（無血清）

今後としては

●神経細胞や心筋細胞へ分化誘導

●造血幹細胞移植

G-CSFを投与しなくても、増殖でき

れば、患者さんの負担軽減

皮下脂肪吸引

細胞バンク

乳房再建、

ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞなど

脂肪由来幹細胞を多く含み、血管内皮細胞なども存在する。

液体窒素で数十年保存。

ＩＣチップで管理

OPE創部



当検査部の田原君が去る2010/5/22に第59回日本医学検査学会にて
「Levovist造影超音波検査にてステントグラフト内挿術後の
endoleak判定が有用であった１例」の発表をしました。以下は一部抄録より抜粋

腹部大動脈瘤ステントグラフト内挿術後経過観察にて徐々に瘤が大きくなり、
CTで判定が困難であった症例だが、造影超音波検査では瘤内部に
血流が入り込む像が鮮明に得られ、分枝血管からのendoleakが示唆された。
ステントグラフト治療は外科の荻野先生が行っており、比較的新しい治療であります。
この症例の様に、これからもステントグラフト治療後の評価として
造影超音波検査を活用して長期的な観察も視野に入れていきたいと思います。

検査部　　　田原　真琴

下の3つの画像が示すのは一体何でしょうか？

①肝臓：IHBD拡張(+) ②CBD拡張(+)

③膵

回答は次ページ

AAAのSTENT Graft術後短軸像カラーのモザイクエコー部分が

瘤内に入り込む血流を表しています。隣のドプラ波形は双方

向性の血流を検出しています。



左から

程島　就：今年の目標は成長です。社会人として、検査技師として

　　　　　　、そして人間としてもっと成長できるように。

高橋はるか：早く一人の検査技師として力になれるように頑張りたいです。

山口 純子：早く一人前になれるよう頑張ります。

吉川 侑里：頑張ります。よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　中島　瑞穂：笑顔で優しく。

　　　　　　　　　　　小塚 靖子：明るい笑顔でがんばります。

　　　　　　　　　　　　阿部 真実：明るく元気に頑張ります。

　　　　枝松 清隆：みんなから頼られるように頑張りたいです。

                                 検査ニュース　第4号発行しました！！
　6月より電子カルテがＳＳＩに移行され、バタバタとしていたらいつの間にか梅雨の
時期にはいり、ジメジメとした暑い日が続いています・・。皆さんも体調管理には
十分に注意して下さい！！
　・・遅くなってしまいましたが、今年度新しく検査部の仲間入りをしました新人さん
の紹介を載せています★　入職して3カ月が経ち、今では個々の担当の検査業務
に取り組んでいます。
　あと１カ月半ほどで新病院移転ですね！何かと大変な時期になってきますが、
皆さんで協力して頑張りましょう★★★

　　　　　　　　　検査部　　清倉

今年は新病院に向けてたくさんの新人さんが入りました！！みんな頑張ってね！

榛原見聞録

榛原病院検査室の皆さん

湘南鎌倉総合病院での研修を終えて
4月から6月までの3カ月間、生理検査室にて心エコーの研修をさせて

頂きました。検査件数の多さには驚かされました。その中で研修させ

て頂いたので、多くの症例を経験する事が出来ました。榛原病院へ

戻ってここで経験した事を十分に生かしたいです。心エコーに関して

はまだまだ努力しなくてはいけません。指導してくださった方々の熱

意を無駄にしないよう、頑張っていきたいと思います。

榛原病院 検査 西尾

榛原病院

榛原病院への応援と同病院からの研修が終了し、

其々の感想を頂きました。

榛原病院は緑豊かな自然の中にあり、応援の期間はその自然やお

茶畑に癒されながら仕事をすることができました。榛原病院では心

臓血管内科が稼動し、心エコーの件数も増え午前中の外来も忙しく

技師の技術向上と検査時間の短縮がこれからますます必要になる

と感じました。私たちも榛原病院の勢いに負けないよう日々精進して

いかなければなりません｡ またいつか一緒に仕事や勉強会でお会

いできる日がくれば嬉しく思います。

湘南鎌倉総合病院検査部 村上

pancreasca検査部 新人紹介




